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I 研究のねらい

取り巻く環境の変化により、 児童は発達段階に応じた人とのかかわり 合いを十分に体験でき

ずにいる。そのため協力したり互いのよさを認め合ったりする関係が希薄になりがちである。

また、自分のよさが感じられない、他者と比較し過ぎるなど、自分に自信がない児童も見ら

れる。そこで、人との盟ーかなかかわり合いを通して自己を肯定的に見つめる力を培うことによ

り、児童一人一人に自己肯定感をはぐくみたいと考えた。

そこで木研究では、体育学習においてかかわり合いの体験を重視し、共に学ぶ楽しさを味わ

わせ、自己評価活動で自分の成長を実感できるようにするために、児童に対する教師の的確な

見取りと適切な支援の在り方を研究することとした。そのことが、将来社会に役立つことので

きる自己肯定感をもっ人間の育成に有効であると考えた。

E 研究の内容と方法

1 研究の仮説

豊かなかかわり合いを大切にし、自己評価ノートを活用した適切な支援を行えば、一人一人

の思いや願いが実現し、自己肯定感をはぐくむことができる。

2 基礎研究 図1 研究の視点とその関係

(1)体育学習を通して自己肯定感をはぐくむ意義

(2) 自由記述式の自己評価ノートの有効性

(3) 自己肯定感をはぐくむ体ほぐ しの運動の在り方

3 研究の視点

基礎研究により、自己肯定感を「ありのままの自分を見つめ、

長所だけでなく短所をも含めた丸ごとの自分を受け入れるこ

とのできる感情Jととらえ、児童の自己肯定感をはぐくむため

に必要な要素として、図 1の(1)(2) (3) の 3つの視点を考え

た。

4 調査研究

(1)自己肯定感と体育学習の相関が見られた要素(児童対象)

自己肯定感を「自信J r長所・ 短所J r自己表現J r向上 表1 自己肯定感との相関p<.Ol

心Jに対する意識として調査した。そして、自己肯定感と体

育学習に対する意識との相関を見て分析した。その結果、体

育で 「自分のよさが発揮できているJ r自信をもつことが多

しリとい う意識との相闘が強いと いうことが明らかになった。

次に相闘が見られたのが 「友達から頼りにされているJr協

力して取り組んで、いるJという意識であった。 一方、 「先生
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(2)自己肯定感をはぐくむ支援(教師対象)

f今の子どもたちに白己肯定感を感じることがあるJという同容は 40.5%であった。自己肯

定感をはぐくむ支援としては、 |課題解決につながる言葉かけJ rよさや進歩への具体的な賞

賛J Iかかわり合いをもたせることJを挙げていたれ

(3) 自由記述式の自己評価ノートの有効性(児童・教師対象)

児童対象:児童は振り返りができるようになり、次の授業に向けて改善すべき点を、文字で確

認でき、次への目標をもち意欲的に取り組めるようになる。教師に思いを伝え、教

師の考えを知ることができる。読み返すと過去の自分と向き合える等のよさを挙げ

ていたじ

教師対象:教師は、児童の思いを読み取り、学習状況への理解を深め、個に応じた指導に生か

すことができる。また、児童にとっては、活動を振り返り、自分を表現することで、

よかった点や改善点が明確になり、次のめあてをもつのに有効であるということを

挙げていた。

(4)調査結果から明らかになった手だて

児童は、体育学習の中で自分の力を発揮しめあてを達成することで自分の高まりを感じ、友

達や教師から認められることにより自信を得ている。児童にとって、できないことや苦手なこ

とを受け入れ、自ら課題をもち解決のために努力することで、自分を高め、よさを自覚し、自

ら自信がもてるようになる経験が必要である。そこで、本研究では 3つの視点に対する次の手

だてを、児童が自由に記述する白己評価ノートを活用しながら実践することとした。

|(1)人とかかわる力lt協力し合い一人一人が役立つことで楽しめる運動と、気付きを交流し
て共感的に理解し合う場面を設定し、かかわり合いのよさを実感させる。

|(2)自己を見つめるカHコ課題解決の状況を振り返りながら、達成経験での学びと自分の高まり
ーを実感することで、自己への肯定的な評価へとつなげていく。

|(3)教師の支援|但児童を的確に共感的に煙解する。授業中の言葉かけや自己評価ノートへのコ

メントで学級の実態や一人一人に合った肯定的な評価、適切な支援を行う。

5 実践研究

(1)自由記述式を目指した発達段階に応じた自己評価の活用

児童の自己肯定感をはぐくむために、児童に適切な白己評価を継続させ、人とかかわる力や

自己を見つめる力を高める支援をすることが必要である。そこで、学年の発達段階を考慮、した

自己評価を、低学年(1---3学年)と高学年(4---6学年)用に分けて試行した。

2年生には 1時間ごとのワークシートに記入させた。評価の観点を示し達成度を選択して表

記させ、感想を枠内に記述させたところ、学習への気付きや思いの表現ができるようにした。

5年生を対象として実施した検証授業では、記述の枠を設定せず自己評価ノートに自由記述

させた。そのことで、児童はめあての達成状況、めあて達成の過程での努力や工夫の高まり、

活動を支えるかかわり合いの深まりを自ら振り返り、次への動機付けを行うことができると考

えた。自分の視点で白由に記述して自己評価を行う中、教師の適切な支援を受け、児童は自己

を見つめる力を高めていくことができる。今回は向己評価ノートを初めて活用したため、評価

の参考になるようめあて学習に沿った自己評価の仕方と本単元の自己評価の視点を示した。
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(2) r体ほぐしの運動」でのめあてと自己評価

体っくり運動領域 I体ほぐしの運動Jは、仲間との交流や白分の体への気付きをねらいとす

るため、かかわり合いに対する視点を明確にした臼己評価を行う ζ とができる。勝敗や技能の

高まりをめあてとしないため、他との比較をせず評価がしやすい。そこで、運動を通した自己

への肯定的な気付きに有効な「体ほぐしの運動」を取り上げた。

仲間との交流に重点を置き、 「仲間とかかわる楽しさJ r仲間の状態J r仲間のよさ」と時

間ごとに気付きを発展させ、より豊かなかかわり合いを目指した。

表2 r体ほぐしの運動』のめあてと学習の流れ

学習の流れ 1時間目 2時間目 3時間目

めあてをもっ
. (IIJ IMIと運動を楽しみながら、 -自分や仲間の体の状態に気を -仲間lと運動を楽しみながら、仲
自分の体の調子を整えて運動を 付けながら、運動をするという !日!のよさに気付くというめあて

するというめあてをもっ I めあてをもっ J をもっ q

めあてに
-仲間と力を合わせて達成する -仲I'Mjと協力し工夫して運動す -仲間のよさを生かし、より協力
運動を行いながら、自分の体の ることで、自分や仲間の体の状 したり工夫したりして楽しみな

取り組む 調子を整え、仲間とかかわる楽 態に気付く c がら、自分たちの選んだ運動に取

しさを体験するの り組む守

振り返る
. t本の調段、仲間とかかわる楽 -自分や仲間の体の状態や運動 -運動への取り組みの工夫、仲間
しさについて振り返るυ への取り組み、仲間lとの交流に とのEまかな交流、自分の成長につ

ついて振り返るU いて振り返る l白

(3)本単元の流れと具体的な手だて

図2 授業と自己評価ノートでの働きかけ
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E 研究の結果と考察

1 人とかかわる力の高まり

白己評価ノートには、初めは『楽しかったJr協

力は大切だJ等抽象的な記述が多かった。回を重

ねるごとにかかわり合いを通して「助け合い応援

してできるようになるからみんなの動きがスムー

ズになる」等学んだことの具体的な記述が見られ

るようになった。

。弘 20~ 40% 60~ 80弛 1001;

人

t(32)=2.03，pく05

「体ほぐしの運動J後にも自由記述式自己評価を継続し事後調査を実施した結果、 |協力し

て取り組んでいる」という意識が高まったり記述にあった「より協力していきたしリという思
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いや願いの実現につながったと言える。

自己を見つめる力の高まり2 

図4 自分のよさが発銀できている
人

かかわり合いの活動が円滑に行われたグ〉レープでは、児章

7月

12月

はねらいに沿った振り返りを行い、運動やかかわり合いを通

「自

白己評価の継

しての自分への個性あふれる気付・きを表現していた。

事後調査では体育で fEI分のよさが発障できている」

信をもつことが多いJと感じる児童が噌えた。
100% 80% 。弘 2的

t(32)=2.17，p<.Ol 

60% 40% 
課題解決を通し達成感や充実感を味わうことで続により、

分への肯定的な気付きや自信をさらに高めたと考えられる。

教師の支援3 
図5先生に理解されている

人一人一人の気付きやこだわり、悩みや次時への期待等、個

人とのやり取りにより、教師は授業中には把握しきれない児

童の学習状況や思いやl頗いをより的確に見取り共感的な理

解を深めた。そして、児童の評価を肯定的にとらえ、心に寄 12月

100% 80情

t(32)=2.17，p<.Ol 

60首40% 20弛0弛

そのことにより、

という意識も高まった。

り添った適切な支援をすることができた。

|一先生に理解されている」

児童の変容と教師の支援

児童の

実態調査で自己肯定感に関

連する項目が比較的に低い値

を示した児童に注目し変容を

追跡した。

自分を適切に評価できない

ために自信がもてない児童に

は、児童の気付きに加えて、自

分のよさに気付かせる言葉か

けをすることが有効であった。

さらに、授業中発表の機会を

設けることで自信をもたせる

ことができた。振り返りでの気

付きに対し肯定的な評価をす

ることで、自己を見つめる力を

はぐくむことができた。

また、児童が自分を肯定的に

評価できた背景には、安心して

できない人を最初に、 舗の中に風船が入るように打
やれば時聞が有効 什てば、動かずにできる。できな
に使えるa最後に銚 I I由、ったけれど、少し進歩した気
ぴ箱にのると手を付川がする。体育に何で心も関係
〈場所がなく総しかっ!あるのかが何となく分かつた
た。愚初は不安だっドi気がするa体育がどんな教科
たけれど、どんどん いかがよく分かり大嫌いが少し
自信がついてきた。ノ wきになった気がする。

/一一--=C.J己ー ¥ 
みんな言葉でも体でも協力してくれ
たんですね。うれしいね。なるほど、
イメージは大切です。楽しく感じるの
は心ですから、体育も心をうまく使え
ばいいんですね"協力のこと工夫の
ことたくさん書いています。みんな心
|二関係あることです。そこを利用して
みん怠ともっと仲良くなったりできな
いことをできるようにすると、体育が
もっと好きになりますよ。

自己評価の内容から見た児童の変容

3時間目

みんなが応慢してくれて嬉し
かった。男女関係なくみんな
で楽しくできたc手を引っ張っ
てくれたりアドバイスしてくれ
てできるようになったロミスを
しても笑って許してくれたの
がよかったむ手をつないだら
みんな一つになった気がした

2時間目

6人全員が乗れてうれ
しくなった。くぐる跨は

雄一人ぶつかることな J11
〈通れてうれしかった。 f
お手本になれてうれし|
かったεグループみん
なが一つにならないと
だきない3

国6

{銭粋)1時間目

協力する種目
が多かったの
で、みんなが
一つになって
頑張っていた
のが分かった。
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児
童
の
実
態

できるか不安に思ってい
る人にはこういう思いや
りが大切ですね。ついつ
いやりたいと、そういう人
が後回しになってしまうも
のね句赤のチームワ-')
は素晴らしいa手本に
なってくれてありがとうa

『協力子るんだJ
ということを感じ
取っているので、
次回はみんなと
同じように(みん
な以上に)楽し
めますよむ頑張
れ。

活動できる人とのかかわり合いがあった。

学習への意識を変えたと考える。

今後の諜題

チームでめあてをもっ運動では、自己評価だけでなく相互評価も活用することで、人とかか

わる力と自己を見つめる力の向上につながる。今後は、相互評価の在り方を考えていく必要が

ある。

体育協力して運動を楽しみながら高め合う経験が、
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